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降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り

　
中
村
草
田
男
が
昭
和
初
期
に
哀
感
を
こ
め
て
吟
じ
た
明
治
は
、

一
九
一
二
年
七
月
三
〇
日
、
明
治
天
皇
崩
御
を
も
っ
て
終
焉
し
た
。
あ

れ
か
ら
一
〇
〇
年
、
近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た
明
治
は
遥
か
に
遠
く

な
っ
た
。
し
か
し
、あ
の
時
代
を
風
靡
し
た
あ
る
種
の
思
想
的
遺
産
は
、

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
い
わ
れ
て
久
し
い
現
代
で
も
時
代
を
読
み
解
く
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
存
在
感
を
放
つ
。「
近
代
」
の
捉
え
方
は
視
点
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
こ
こ
で
は
明
治
期
に
誕
生
し
た
赤
十
字
運
動
に
象
徴

さ
れ
る
人
道
思
想
と
国
際
人
道
法
の
発
展
史
か
ら
、
近
代
お
よ
び
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
時
代
の
「
人
道
主
義
」
を
め
ぐ
る
状
況
を
考
え
て
み
た
い
。

近
代
化
を
支
え
た
道
義
的
価
値
と
し
て
の
人
道
主
義

　
『
坂
の
上
の
雲
』に
描
か
れ
る
明
治
は
、
い
わ
ゆ
る「
偉
大
な
明
治
」
で

あ
り
、
そ
の
明
治
を
偉
大
な
ら
し
め
た
も
の
の
一
つ
は
大
ら
か
な
理
想

主
義
と
高
潔
な
時
代
精
神
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
司
馬
遼
太
郎
的
解

釈
で
あ
る
。
こ
う
し
た
明
治
の
気
骨
は
、
当
時
世
界
で
持
て
囃
さ
れ
た

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム（
人
道
主
義
）の
潮
流
と
軌
を
一
に
す
る
。

　

今
日
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
語
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
九

世
紀
は
Ｊ
・
ベ
ン
サ
ム
の
造
語
と
さ
れ
る
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
タ
リ
ア
ン
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
い
う
言
葉
が
先
進
的

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
か
ら
見
る

近
代
人
道
主
義
の
内
実

人
道
思
想
一
〇
〇
年
の
系
譜
と
課
題

日
本
赤
十
字
秋
田
看
護
大
学
教
授

井
上
忠
男

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
あ
ら
ゆ
る
価
値
基
盤
の
洗
い
直
し
を
迫
る
現
代
、

人
道
主
義
と
い
う
価
値
は
い
か
な
る
基
盤
に
立
脚
す
べ
き
か
。

今
立
つ
べ
き
場
所
を
定
め
る
た
め
に
も
、

「
モ
ダ
ン
な
日
本
」
に
お
け
る
人
道
主
義
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

い
の
う
え
　
た
だ
お
　

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
業
後
、

七
六
年
に
日
本
赤
十
字
社
入
社
。
国
際
部
開
発
協

力
課
長
、
企
画
広
報
室
参
事
を
経
て
現
職
。
著
書

に
『
医
師
・
看
護
師
の
有
事
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
』『
戦

争
と
救
済
の
文
明
史
』『
戦
争
の
ル
ー
ル
』
な
ど
。

歴
史
と
の
対
話

連
載
❹
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な
響
き
を
も
っ
て
頻
繁
に
使
わ
れ
た
時
代
だ
っ
た
。
国
際
化
の
中
の
こ

う
し
た
思
想
的
潮
流
の
一
方
で
強
烈
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
並
存
し
、

産
業
革
命
と
工
業
化
が
齎
し
た
矛
盾
と
し
て
の
労
働
者
階
級
の
過
酷
な

現
実
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
市
場
経
済
の
格
差
の
狭
間
で
喘
ぎ
な
が

ら
、「
わ
れ
ら
九
九
％
」
と
叫
ぶ
現
代
の
若
者
や
貧
困
層
を
髣
髴
と
さ

せ
る
。
こ
う
し
た
時
代
を
背
景
に
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
運
動
が
始
ま

り
、
労
働
運
動
や
社
会
事
業
な
ど
の
人
道
的
事
業
が
興
隆
し
た
の
が
明

治
期
の
世
界
だ
っ
た
。
Ｉ
・
バ
ー
リ
ン
は
、
一
九
世
紀
の
二
大
解
放
運

動
を
人
道
的
個
人
主
義
と
ロ
マ
ン
的
国
民
主
義
と
特
徴
づ
け
た
。
も
っ

と
も
当
時
の
人
道
主
義
者
と
は
他
人
の
こ
と
に
関
わ
り
た
が
る
「
で

し
ゃ
ば
り
」
や
「
お
せ
っ
か
い
」
を
揶
揄
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た

よ
う
だ
が
、
一
般
的
に
は
困
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人
に
対
し
、
彼
我
の

別
な
く
援
助
を
差
し
伸
べ
る
思
い
や
り
に
満
ち
た
人
々
を
意
味
し
て
い

た
。

　

人
道
思
想
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
急
速
に
発
展
し
た
戦
時
国
際
法
の

法
典
化
プ
ロ
セ
ス
に
取
り
込
ま
れ
た
。
例
え
ば
、
近
代
戦
争
法
の
嚆
矢

と
さ
れ
る
南
北
戦
争
時
の
『
リ
ー
バ
ー
綱
領
』（
一
八
六
三
年
）
は
人

道
的
理
由
か
ら
敵
対
行
為
に
制
限
を
課
し
、一
八
六
八
年
の
サ
ン
ク
ト・

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
宣
言
に
始
ま
る
一
連
の
戦
時
適
用
の
国
際
文
書
も
「
人

道
の
要
請
」
や
「
人
道
の
法
則
」
に
言
及
し
、
戦
争
の
必
要
性
は
人
道

の
法
則
と
調
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

　

こ
う
し
た
人
道
主
義
の
実
行
は
明
治
期
の
戦
時
に
顕
著
に
見
ら
れ
る

が
、
例
え
ば
日
清
・
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
国
際
法
学
者
・
有
賀
長
雄

の
「
日
清
戦
役
国
際
法
論
」
に
描
か
れ
た
戦
時
の
遵
法
行
為
は
、「
日

本
ほ
ど
熱
心
に
国
際
法
を
遵
守
し
た
国
は
他
に
な
い
だ
ろ
う
」
と
欧
州

で
絶
賛
さ
れ
、
ま
た
「
日
露
陸
戦
国
際
法
論
」
は
フ
ラ
ン
ス
で
高
く
評

価
さ
れ
、
同
国
陸
軍
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
戦
場
に
お
い

て
は
、
例
え
ば
、
一
九
〇
四
年
八
月
の
旅
順
口
攻
撃
に
際
し
、
陸
軍
は

ロ
シ
ア
人
民
間
人
の
避
難
を
ロ
シ
ア
軍
に
勧
奨
し
て
い
る
。
ま
た
鴨
緑

江
を
取
材
し
た
タ
イ
ム
ズ
紙
記
者
は
、「
日
本
の
野
戦
病
院
に
収
容
さ

れ
た
ロ
シ
ア
の
負
傷
兵
は
最
大
級
の
看
護
を
受
け
て
い
る
」
と
ロ
ン
ド

ン
に
記
事
を
送
っ
て
い
る
。
日
露
両
赤
十
字
社
救
護
員
が
笑
顔
で
記
念

写
真
に
納
ま
る
光
景
は
こ
の
戦
争
の
一
面
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

他
方
、
当
時
の
文
部
省
は
、
ロ
シ
ア
兵
捕
虜
の
国
内
収
容
に
際
し
、

全
国
の
学
校
教
師
に
対
し
て
「
帝
国
政
府
は
目
下
、
ロ
シ
ア
と
戦
争
状

態
に
あ
る
が
、由
あ
っ
て
日
本
に
抑
留
さ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
人
に
対
し
、

生
徒
児
童
が
憎
悪
を
抱
く
こ
と
の
な
い
よ
う
す
べ
き
で
あ
る
」（
要
約
）

と
の
通
達
を
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
行
は
、例
え
ば
「
征
露
軍
士
」

の
碑
文
の
「
征
露
」
の
表
現
に
異
議
を
唱
え
た
福
岡
県
知
事
河
島
醇
の

行
動
な
ど
、
単
に
不
平
等
条
約
改
正
を
意
図
し
た
政
策
的
便
法
と
見
る

だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、
明
治
人
の
清
廉
な
人
間
性
を

垣
間
見
る
思
い
が
す
る
。
そ
れ
は
西
欧
的
人
道
主
義
と
い
う
よ
り
も
日
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本
固
有
の
精
神
文
化
に
根
ざ
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
後
の
第
二
次

大
戦
時
の
出
来
事
と
は
か
な
り
様
相
を
異
に
す
る
。

文
明
国
主
義
の
独
善
の
な
か
で

　

日
露
戦
争
後
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
会
議
で
小
村
寿
太
郎
ら
と
鍔
迫
り
合
い

を
演
じ
た
ロ
シ
ア
代
表
団
の
一
員
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
マ
ル
テ

ン
ス
は
、
一
九
世
紀
の
国
際
社
会
で
持
て
囃
さ
れ
る
思
想
が
人
道
主
義

と
文
明
国
主
義
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
。
彼
が
提
案
し
、
一
八
九
九

年
の
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
前
文
に
挿
入
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
マ
ル
テ
ン
ス

条
項
」
は
、
法
に
明
文
規
定
が
な
い
場
合
に
依
拠
す
べ
き
原
則
と
し
て

「
人
道
の
法
則
」
と
「
公
共
の
良
心
」
を
措
定
し
た
最
初
の
例
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
人
道
主
義
は
単
な
る
道
義
的
規
範
か
ら
法
的
規
範
性
を
帯

び
る
に
至
っ
た
と
い
う
点
で
マ
ル
テ
ン
ス
は
近
代
人
道
思
想
の
普
遍
化

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
戦
時
国
際
法
の
淵
源
が
戦
時
の
人
道
的
慣
行
に

あ
る
と
考
え
た
Ｊ
・
Ｓ
・
ピ
ク
テ
ら
が
第
二
次
大
戦
後
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

諸
条
約
等
の
戦
時
国
際
法
体
系
を
「
国
際
人
道
法
」
と
命
名
し
た
の
も

こ
の
延
長
上
に
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
一
九
世
紀
の
国
際
法
も
人
道
思
想
も
文
明
国
と
み
な
さ

れ
る
欧
米
先
進
国
の
み
が
共
有
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
点
で
、「
文

明
」
と
「
野
蛮
」
と
い
う
対
立
の
構
図
を
前
提
に
す
る
文
明
国
標
準
主

義
の
桎
梏
に
囚
わ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
ア
フ
リ
カ
で
医
療

活
動
に
献
身
し
た
Ａ・シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
も
、「
我
々
は
同
じ
人
間
だ
が
、

我
々
は
兄
で
あ
り
彼
ら
（
ア
フ
リ
カ
人
）
は
弟
で
あ
る
」
と
し
、
彼
ら

の
啓
蒙
と
教
育
が
必
要
だ
と
考
え
た
。
近
代
の
人
道
主
義
者
に
も
同
様

の
傾
向
が
見
ら
れ
、
初
期
の
赤
十
字
運
動
の
主
導
者
た
ち
も
、
赤
十
字

思
想
は
欧
米
の
文
明
国
以
外
に
は
理
解
も
普
及
も
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
留
学
中
に
赤
十
字
国
際
会
議
の

日
本
代
表
通
詞
を
勤
め
た
森
林
太
郎
（
後
の
鷗
外
）
は
会
議
に
出
さ
れ

た
非
西
欧
へ
の
人
種
差
別
的
な
動
議
に
猛
烈
に
反
発
す
る
演
説
を
ぶ
っ

た
。
イ
ギ
リ
ス
生
活
で
ひ
ど
く
傷
つ
い
た
夏
目
漱
石
も
西
欧
的
文
明
主

義
に
は
懐
疑
的
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
欧
米
文
化
優
位
論
に
立
脚
し
た
人
道
主
義
は
、
近
代
的
進

歩
主
義
を
支
え
る
道
義
的
規
範
と
み
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
構
図
は
、
古

代
ロ
ー
マ
の
文
明
化
（
市
民
化
）
さ
れ
た
ロ
ー
マ
人
対
ロ
ー
マ
人
以
外

の
野
蛮
人
（
バ
ル
バ
ド
ス
）
と
い
う
構
図
の
焼
き
直
し
で
あ
り
、
現
代

に
お
い
て
は
、
９
・
11
以
後
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
「
文
明
に
対
す
る
戦
い
」

と
表
現
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
や
イ
ル
カ
漁
を
一
方
的
に
「
野
蛮
」
と

断
罪
す
る
西
欧
的
な
傲
慢
と
独
善
、
あ
る
い
は
脳
死
を
人
の
死
と
認
め

な
か
っ
た
当
時
の
日
本
を
「
時
代
錯
誤
」
と
揶
揄
し
た
欧
米
の
生
命
倫

理
学
者
の
「
見
識
」
に
も
通
底
す
る
。
人
道
主
義
が
自
由
で
民
主
的
な

社
会
の
価
値
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
近
代
的
文
明
観
の

「
独
善
的
歪
み
」
が
潜
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
近
代
的
人
道
主
義
が
こ
う
し
た
文
明
観
を
下
支

え
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
近
代
史
の
評
価
の
な
か

で
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

冷
戦
後
の
人
道
主
義
の
ア
ポ
リ
ア
？

　

ワ
イ
ス
や
バ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
人
道
主
義
は
、
①
一
九
世
紀
か

ら
第
二
次
大
戦
ま
で
、
②
第
二
次
大
戦
か
ら
冷
戦
終
結
ま
で
、
③
冷
戦

終
結
後
か
ら
現
代
ま
で
、
の
三
段
階
の
発
展
過
程
を
経
て
き
た
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
発
展
は
同
質
的
で
は
な
く
、
一
〇
〇
年
前
の

明
治
の
終
焉
を
挟
ん
で
近
代
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
間
に
深
い
思
想
的
断

層
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
近
年
の
人
道
主
義
は
、
冷
戦
終
結
後
、
人
道
支
援

の
概
念
と
行
動
規
範
を
め
ぐ
り
新
た
な
議
論
を
呼
ん
で
き
た
。
こ
れ
は

一
九
九
〇
年
代
以
降
に
多
発
し
た
地
域
紛
争
に
伴
う
深
刻
な
人
道
危
機

へ
の
対
応
と
し
て
、
人
道
的
介
入
や
諸
国
軍
隊
を
含
む
多
様
な
ア
ク

タ
ー
が
「
人
道
支
援
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
参
入
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た
国

家
や
非
国
家
主
体
に
よ
る
人
道
支
援
の
政
治
的
利
用
が
露
骨
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
に
す
る
。

　

特
に
冷
戦
後
の
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
、
コ
ン
ゴ
紛
争
等
で
は
人
道
支
援
の

矛
盾
と
困
難
さ
が
指
摘
さ
れ
た
し
、
九
二
年
の
国
連
に
よ
る
人
道
目
的

の
ソ
マ
リ
ア
内
戦
介
入
は
軍
隊
に
保
護
さ
れ
る
人
道
支
援
や
「
人
道
的

空
間
」
の
実
現
が
い
か
に
困
難
か
を
世
界
に
思
い
知
ら
せ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
伝
統
的
な
人
道
機
関
が
擁
護
し
て
き
た
「
中
立
、

公
平
、
独
立
」
の
原
則
の
批
判
的
考
察
が
な
さ
れ
、「
人
道
支
援
は
紛

争
を
長
期
化
さ
せ
て
い
る
」「
中
立
は
加
害
者
を
利
し
、
犠
牲
者
の
状

況
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
」「
人
道
支
援
は
そ
の
政
治
的
、
軍
事
的
影
響

を
顧
慮
す
べ
き
で
あ
る
」「
人
道
支
援
は
問
題
の
根
本
原
因
を
解
決
で

き
な
い
」「
人
道
主
義
は
時
代
状
況
に
よ
り
再
定
義
が
必
要
で
あ
る
」

と
い
っ
た
批
判
的
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
議
論

は
決
し
て
新
し
い
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
傷
病
兵
の
救
護

を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
赤
十
字
や
野
戦
病
院
を「
兵
士
の
再
生
産
工
場
」

と
す
る
見
方
は
日
露
戦
争
当
時
に
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
人
道
主
義
に
内

在
す
る
ア
ポ
リ
ア
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

武
力
紛
争
や
騒
乱
状
況
下
で
は
、
い
か
な
る
中
立
的
な
行
動
も
結
果

と
し
て
軍
事
的
、政
治
的
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
も
言
え
る
。

こ
の
事
実
を
考
慮
し
て
い
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
は
、
紛
争
下
の
人
道

支
援
は
「
い
か
な
る
場
合
に
も
、
紛
争
へ
の
介
入
と
認
め
て
は
な
ら
な

い
」（
第
一
条
約
27
条
）
と
規
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
当
事
者
が
人
道
活
動

を
「
聖
域
」
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
。
別
言
す
れ
ば
、

人
道
主
義
が
結
果
と
し
て
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
政
治
的
影
響
を
人

道
主
義
の
本
質
的
ア
ポ
リ
ア
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
約
束
で

あ
る
。
し
か
し
、こ
の
約
束
は
近
年
ほ
と
ん
ど
反
故
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
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こ
の
約
束
が
一
端
流
動
化
す
れ
ば
、
人
道
支
援
の
基
盤
が
崩
壊
し
、
人

道
活
動
自
体
の
保
護
が
覚
束
な
く
な
る
。
そ
う
し
た
現
実
が
既
に
進
行

し
て
い
る
。

濫
用
さ
れ
る
人
道
主
義

　

人
道
支
援
を
め
ぐ
る
今
日
の
議
論
は
、
人
道
の
概
念
の
曖
昧
さ
と
と

も
に
人
道
的
介
入
、
人
道
支
援
、
人
道
危
機
、
人
道
的
配
慮
な
ど
人
道

の
語
が
あ
ま
り
に
濫
用
さ
れ
る
現
代
的
状
況
に
も
起
因
す
る
。
誰
も
が

「
水
戸
黄
門
の
印
籠
」
に
も
似
た
こ
の
言
葉
の
「
ゴ
リ
ヤ
ク
」
や
「
大
義
」

に
与
ろ
う
と
し
て
こ
の
言
葉
を
濫
用
す
る
。
し
か
し
、
米
国
の
ニ
カ
ラ

グ
ア
へ
の
介
入
を
め
ぐ
り
争
わ
れ
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
で
国
際
司
法
裁

判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
は
人
道
支
援
の
要
件
に
言
及
し
、
支
援
は
「
赤
十
字

の
実
行
に
見
ら
れ
る
目
的
に
限
定
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
人
間
の
苦

痛
を
予
防
、
軽
減
し
、
生
命
と
健
康
を
守
り
、
人
間
の
尊
重
を
確
保
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
苦
し
む
す
べ
て
の
者
に
無

差
別
に
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
九
八
六
年
）と
判
示
し
た
。

こ
の
判
決
は
人
道
主
義
の
濫
用
を
戒
め
、
人
道
支
援
の
定
義
を
考
え
る

際
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
の
意
義
が
あ
る
。

　

か
つ
て
マ
ル
テ
ン
ス
が
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
前
文
に
「
人
道
の
法
則
」

を
提
起
し
た
と
き
は
、
人
道
の
意
味
を
問
う
必
要
も
定
義
す
る
必
要

も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
自
明
の
了
解
事
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
〇

年
、
か
つ
て
赤
十
字
な
ど
少
数
の
人
道
機
関
の
独
断
場
だ
っ
た
人
道
支

援
は
、
国
家
や
軍
隊
あ
る
い
は
営
利
企
業
ま
で
も
が
参
入
す
る
新
た
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
り
、「
人
道
主
義
」
は
無
秩
序
に
濫
用
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
、
人
道
主
義
の
大
衆
化
の
兆
し
と
し
て
歓
迎
す
べ
き
こ
と
な
の

だ
ろ
う
か
。
そ
こ
か
ら
生
じ
る
新
た
な
困
難
や
矛
盾
を
背
景
に
「
人
道

主
義
と
は
何
か
」
と
い
う
本
質
論
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
「
学
術
研
究
の
対
象
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
」（
Ｍ
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
）
人
道
主
義
の
研
究
が
近
年
、
欧
米
で
活
発

に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
。

　

一
方
、
国
際
人
道
法
の
世
界
で
は
、
冷
戦
後
の
武
力
紛
争
で
「
人
道

に
対
す
る
罪
」
な
ど
の
違
反
行
為
が
頻
発
し
た
こ
と
か
ら
、
旧
ユ
ー
ゴ

や
ル
ワ
ン
ダ
の
戦
争
犯
罪
法
廷
や
国
際
刑
事
裁
判
所
の
設
立
な
ど
が
進

ん
だ
。
他
方
で
、「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
象
徴
さ
れ
る
武
力
紛
争
の
変

容
に
よ
り
戦
闘
員
、文
民
の
区
別
が
意
味
を
な
さ
な
い
状
況
が
生
ま
れ
、

法
の
履
行
の
確
保
は
き
わ
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

新
国
際
人
道
秩
序
と
い
う
可
能
性

　

進
歩
主
義
と
理
想
主
義
が
眩
し
か
っ
た
明
治
が
終
焉
し
て
一
〇
〇

年
。
確
か
な
価
値
が
見
え
な
い
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
現
代
は
、
市
場
経
済

主
義
が
席
巻
す
る
没
価
値
的
な
一
元
的
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
な
か
で
も
人
道
主
義
は
、「
水
戸
黄
門
の
印
籠
」
の
よ
う
に
抗
い
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が
た
い
至
高
の
道
義
的
価
値
と
し
て
国
際
社
会
に
共
有
さ
れ
、
人
権
概

念
と
と
も
に
国
連
憲
章
に
基
礎
付
け
ら
れ
、
諸
国
の
一
般
的
な
人
道
的

慣
行
に
よ
り
そ
の
普
遍
性
が
再
確
認
さ
れ
て
き
た
。
国
際
人
道
問
題
独

立
委
員
会
報
告
（
一
九
八
八
年
）
は
、「
人
道
主
義
は
人
類
が
直
面
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
を
認
識
す
る
た
め
の
物
差
し
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ

を
解
決
す
る
た
め
の
処
方
で
あ
る
」（『
地
球
・
人
間
・
生
命
』
毎
日
新

聞
社
）
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
人
道
主
義
は
国
家
、

宗
教
、
民
族
を
超
え
て
真
の
普
遍
性
を
獲
得
し
た
と
は
い
え
ず
、
同
報

告
も
人
道
主
義
が
「
西
欧
的
な
発
想
か
ら
一
歩
出
て
、
も
っ
と
普
遍
的

な
も
の
に
基
づ
い
て
い
れ
ば
、
人
道
的
な
規
範
は
ず
っ
と
普
遍
的
に
受

け
入
れ
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
西
欧
啓
蒙
思
想

に
端
を
発
し
、
文
明
国
主
義
に
立
脚
し
た
近
代
的
人
道
主
義
へ
の
自
省

的
な
批
判
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、「
生
命
の
尊
重
」
を
謳
う
人
道
主
義
は
こ
れ
ま
で
予
想
し
な

か
っ
た
生
命
倫
理
的
な
問
い
に
も
向
き
あ
わ
ざ
る
を
得
な
い
。例
え
ば
、

人
道
主
義
の
生
命
観
は
脳
死
を
人
の
死
と
認
め
る
の
か
否
か
。
こ
の
問

い
は
生
命
倫
理
が
仕
掛
け
た
巧
み
な
罠
だ
と
し
て
も
人
道
主
義
が
「
生

命
」
を
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
見
解
を
欠
い
た
ま
ま
で
「
生
命
の

尊
重
」
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
啓
蒙
思
想
の
人

間
中
心
主
義
を
受
け
継
ぐ
人
道
主
義
は
、
人
間
の
利
益
の
み
を
追
い
求

め
た
あ
ま
り
、
他
の
生
命
や
地
球
環
境
へ
の
配
慮
を
欠
い
て
き
た
こ
と

も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

現
代
の
人
道
主
義
は
、
伝
統
的
な
素
朴
な
人
間
愛
を
基
礎
に
し
つ
つ

も
、
現
代
的
な
世
界
認
識
と
問
題
意
識
に
立
つ
理
論
で
補
強
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
な
く
し
て
真
の
普
遍
化
は
望
め
な
い
。
そ
の
理
論

は
い
ま
だ
に
模
糊
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
身
は
、
例
え
ば
利
潤
追
求

の
み
に
走
り
、
世
界
的
金
融
危
機
に
責
任
な
し
と
は
い
え
な
い
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
や
金
融
資
本
主
義
の
経
済
活
動
に
も
何
ら
か
の
道
義
的
・
法

的
責
任
を
課
す
よ
う
な
人
道
的
秩
序
が
柱
と
な
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ

を
「
新
国
際
人
道
秩
序
」（
国
連
）、「
国
際
人
道
秩
序
」（
Ｍ・バ
ー
ネ
ッ

ト
）、「
人
道
的
レ
ジ
ー
ム
」（
Ｍ・カ
ル
ド
ー
）、「
国
際
人
道
主
義
」（
Ｄ・

フ
ォ
ー
シ
ス
）、「
普
遍
的
人
道
秩
序
」（
Ｍ・ブ
ー
テ
）、
あ
る
い
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
倫
理
」(

Ｐ
・
シ
ン
ガ
ー
ほ
か)

な
ど
い
か
よ
う
に
呼
ぼ
う

と
も
、
こ
の
秩
序
に
回
帰
す
る
以
外
に
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

が
支
配
す
る
没
価
値
的
世
界
の
暗
闇
を
照
ら
す
路
は
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
人
道
主
義
の
射
程
を
こ
の
よ
う
に
拡
大
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま

で
認
知
さ
れ
て
き
た
「
人
道
主
義
の
普
遍
性
」
を
減
衰
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
再
生
強
化
さ
せ
る
の
か
は
未
知
で
あ
る
。
■




